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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

・相 談
そうだん

支援
しえん

プロセス
ぷ ろ せ す

（程度
ていど

区分
くぶん

））議事
ぎ じ

メモ
め も

 

（１２月
がつ

） 

 

 

１． 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１２月
がつ

７日
にち

（金
きん

）１４：００～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

茨 木
いばらき

座 長
ざちょう

、門屋
かどや

副 座 長
ふくざちょう

、北 野 副
きたのふく

座 長
ざちょう

、朝比奈
あさひな

委員
いいん

、小澤
おざわ

委員
いいん

、中 原
なかはら

委員
いいん

、 

野原
のはら

委員
いいん

、三
み

浦
うら

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

主
おも

に、第 一 期
だいいちき

の報 告 書
ほうこくしょ

のとりまとめにむけて、「相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の在
あ

り方
かた

」「支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

」の2 点
てん

を中 心
ちゅうしん

に、前 回
ぜんかい

に引
ひ

き続
つづ

き議論
ぎろん

した。 

尚
なお

、はじめに座 長
ざちょう

より、本チーム
ほんちーむ

の議論
ぎろん

は2期
き

にも引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

されるので、以下
い か

の2点
てん

が提 案
ていあん

され、了 解
りょうかい

された。 

・ 部会
ぶかい

で 示
しめ

された本 作 業
ほんさぎょう

チーム
ち ー む

で検 討
けんとう

すべき事項
じこう

のうち、これまで検 討
けんとう

され

た項 目
こうもく

は主
おも

に「本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

」と「相 談
そうだん

支援
しえん

のあり方
かた

」、「支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

」の大 枠
おおわく

であること。 

・ これらを中 心
ちゅうしん

に第
だい

１期
き

報 告 書
ほうこくしょ

を取
と

りまとめ、「協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

モデル
も で る

」を前 提
ぜんてい

とした障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に代
か

わるガイドライン
が い ど ら い ん

やアセスメント
あ せ す め ん と

などの詳 細
しょうさい

は、第
だい

２期
き

の課題
かだい

としたいこと。 

 

主
おも

な意見
いけん

や議論
ぎろん

の概 要
がいよう

は、以下
い か

のとおりであった。 

（１） 手続
てつづ

き規定
きてい

について 

委員
いいん

より、「 法
ほう

の 対 象
たいしょう

となる障 害
しょうがい

の範囲
はんい

について、 相 談
そうだん

支援
しえん

プロセス
ぷ ろ せ す

と密 接
みっせつ

に

関 係
かんけい

するので、 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

チーム
ち ー む

の議論
ぎろん

の 確 認
かくにん

が 必 要
ひつよう

である。 特
とく

に 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

は身 障 法
しんしょうほう

の身 体
しんたい

障 害
しょうがい

等
とう

が 対 象
たいしょう

となっている点
てん

を、サービス
さ ー び す

の入
い

り
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口
ぐち

でどう考
かんが

えるかは重 要
じゅうよう

である。」という意見
いけん

が出
だ

された。これについては、法
ほう

の範囲
はんい

チーム
ち ー む

が 手 帳
てちょう

の保持
ほ じ

を 前 提
ぜんてい

としないという 方 向
ほうこう

でこれまで 検 討 中
けんとうちゅう

であることを

議事録
ぎじろく

で確 認
かくにん

した。またグレーゾーン
ぐ れ ー ぞ ー ん

も含
ふく

めて、ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

で相 談
そうだん

するという推 進
すいしん

会議
かいぎ

の意見
いけん

もあるので、相 談
そうだん

支援
しえん

の入
い

り口
ぐち

では規制
きせい

しない方 向
ほうこう

で議論
ぎろん

していくこと

とした。（手続
てつづ

き規定
きてい

については、障 害
しょうがい

の範囲
はんい

チーム
ち ー む

の検 討
けんとう

結果
けっか

を確 認
かくにん

する） 

 

（２） 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

、 支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

についての「 修 正
しゅうせい

たたき 台
だい

案
あん

」

（門屋
かどや

副 座 長
ふくざちょう

作 成
さくせい

）の説 明
せつめい

を行
おこな

い、委 員 間
いいんかん

での意見
いけん

交 換
こうかん

を行
おこな

った。主
おも

な意見
いけん

、議論
ぎろん

は以下
い か

のとおりであった。 

 

①� 相 談
そうだん

支援
しえん

に求
もと

められる役 割
やくわり

について 

・ 相 談
そうだん

と支援
しえん

の使
つか

い分
わ

け、行 政
ぎょうせい

直 営
ちょくえい

を認
みと

めず中 立
ちゅうりつ

とすること、相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

のみがサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

するという点
てん

は議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

である。 

・今後
こんご

、障 害 者
しょうがいしゃ

でない人
ひと

の相 談
そうだん

が増
ふ

えてくるが、それを受
う

け止
と

めることそのものが

相 談
そうだん

。 

相 談
そうだん

支援
しえん

に関
かん

する財 源
ざいげん

は、国
くに

・都道府県
とどうふけん

が負担
ふたん

し、財 源
ざいげん

に縛
しば

られた相 談
そうだん

しかできないことのないようにすべき。 

②多 層 的
たそうてき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

について 

・つなぎ法
ほう

で「基 幹 型
きかんかた

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」が平 成
へいせい

24 年
ねん

4 月
がつ

から設置
せっち

とされたの

で、 新 法
しんぽう

での 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

との 整 合 性
せいごうせい

が 必 要
ひつよう

となってくる。しっかりと

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの役 割
やくわり

など、相 談
そうだん

支援
しえん

のあるべき姿
すがた

を描
か

く必 要
ひつよう

があ

る。 

・相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

は４層
そう

構 造
こうぞう

（地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ー－総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー－ 圏 域
けんいき

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー－ 広 域 的
こういきてき

各 種
かくしゅ

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー）とする。 

・多 層 的
たそうてき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

は良
よ

いと 思
おも

うが、４ 層
そう

構 造
こうぞう

は 複 雑
ふくざつ

すぎる。 圏 域
けんいき

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは必 要
ひつよう

ないのではないか。制度
せいど

を作
つく

る 上
うえ

で、それぞれ

の 相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーが担
にな

う役 割
やくわり

を 明 確
めいかく

にすべき。5 万 人
まんにん

に1ヶ所
かしょ

設置
せっち

となる

と、市 町 村
しちょうそん

でなく都道府県
とどうふけん

が設置
せっち

することになるのではないか。 
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・サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

を経 営
けいえい

している場合
ばあい

、相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

を設置
せっち

できないとするの

は現 実 的
げんじつてき

に無理
む り

があるのではないか。 

・相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の 運 営
うんえい

について、アメリカ
あ め り か

は民 間
みんかん

委託
いたく

しているが、委託
いたく

する際
さい

に理事会
りじかい

の 半 数
はんすう

は当 事 者
とうじしゃ

やその家族
かぞく

を入
い

れるなど 条 件
じょうけん

をかなり 厳
きび

しくしてい

る。どう中 立 性
ちゅうりつせい

を担
たん

保
ほ

するかは、他国
たこく

をみながら考
かんが

える必 要
ひつよう

がある。 

・千葉県
ちばけん

の中 核
ちゅうかく

センタ
せ ん た

ーは、独 立 性
どくりつせい

のチェック
ち ぇ っ く

を受
う

けた上
うえ

で、千葉県
ちばけん

から委託
いたく

を

受
う

けている。 

・サービス
さ ー び す

提 供 事
ていきょうじ

業 者
ぎょうしゃ

の場所
ばしょ

から独 立
どくりつ

するなどの条 件
じょうけん

整備
せいび

が 必 要
ひつよう

。本 来
ほんらい

、

ＮＰＯ 法 人
ほうじん

を立
た

ち上
あ

げるなどしてサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

から 独 立
どくりつ

し、 中 立 性
ちゅうりつせい

・

公 平 性
こうへいせい

を担
たん

保
ほ

していることが望
のぞ

ましい。そうすると、財 政
ざいせい

基盤
きばん

を整
ととの

える必 要
ひつよう

があるが、センタ
せ ん た

ーの運 営 費
うんえいひ

のベース
べ ー す

は、補助
ほじょ

金
きん

とサービス
さ ー び す

計 画
けいかく

作 成 費
さくせいひ

という

構 造
こうぞう

になるのではないか。国
くに

の財 政
ざいせい

基盤
きばん

の負担
ふたん

が必 要
ひつよう

。 

・就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとの関 係 性
かんけいせい

、各
かく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ーの役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・設置
せっち

人 口
じんこう

規模
き ぼ

とエリア
え り あ

についてどのように整理
せいり

するのか、検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。なお、エリア
え り あ

については、 障 害
しょうがい

福 祉 圏 域
ふくしけんいき

との 関 係
かんけい

を整理
せいり

する 必 要
ひつよう

がある。 生 活
せいかつ

支援
しえん

と

セット
せ っ と

の相 談
そうだん

は小 規 模
しょうきぼ

な単位
たんい

で行
おこな

うべき。 

・発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーなどの児童
じどう

・教 育
きょういく

に 関
かん

する相 談
そうだん

支援
しえん

をどうするのか。また

難 病
なんびょう

や精 神
せいしん

については、専 門
せんもん

相 談
そうだん

機関
きかん

にリファ
り ふ ぁ

ー（紹 介
しょうかい

）する仕組
し く

みにすべ

きではないか。 

・多 層 的
たそうてき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

は、わかりやすく、シンプル
し ん ぷ る

な構 造
こうぞう

にすべきである。 

・難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

の場合
ばあい

は、各都道府県
かくとどうふけん

の難 病
なんびょう

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ーとは別
べつ

に、５０万 人
まんにん

に１か所
しょ

を目安
めやす

に中 間
ちゅうかん

センタ
せ ん た

ーを設置
せっち

する構 想
こうそう

がある。 

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

も難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

と同
おな

じで、保 健 所
ほけんじょ

がない地域
ちいき

は身近
みぢか

な地域
ちいき

で 相 談
そうだん

ができなかったが、 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

で３ 障 害
しょうがい

一 元 化
いちげんか

されて 少
すこ

し

改 善
かいぜん

された。障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

でわけない身近
みぢか

な相 談
そうだん

支援
しえん

の場
ば

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

であ

る。 

 

 ③当 事 者
とうじしゃ

相 談
そうだん

、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

体 制
たいせい

について 

・推 進
すいしん

会議
かいぎ

第二次
だいにじ

意 見 書
いけんしょ

案
あん

の中
なか

で、当 事 者
とうじしゃ

相 談 員
そうだんいん

を育 成
いくせい

するとの内 容
ないよう

が
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あるが、当 事 者
とうじしゃ

相 談 員
そうだんいん

は、この多 層 的
たそうてき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

に組
く

み込
こ

むのか、それ

とも別
べつ

に位置付
い ち づ

けるのかの議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

である。 

・身近
みぢか

な地域
ちいき

で相 談
そうだん

に行
い

けば、ピア
ぴ あ

（仲間
なかま

）がいるという場
ば

づくりが大事
だいじ

である。 

・ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

は、相 談
そうだん

ではなく、生 活
せいかつ

支援
しえん

に入
はい

るのではないか。 

・相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

にピアカウンセラ
ぴ あ か う ん せ ら

ーが配置
はいち

されること自体
じたい

は否定
ひてい

しないが、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

を受
う

けた人
ひと

であるべきではないか。 

・ 職 域
しょくいき

として 認
みと

めるべきであり、施設
しせつ

に 入
はい

っている 障 害
しょうがい

のある 方
かた

の 働
はたら

ける

可 能 性
かのうせい

がでてくる。 

 

④支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

について 

・ 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

を希望
きぼう

する 者
もの

はケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

を希望
きぼう

する 者
もの

か。

セルフマネジメント
せ る ふ ま ね じ め ん と

と併
あわ

せて２つの方 法
ほうほう

となるのか。 

・ 何
なん

らかの支援
しえん

が 必 要
ひつよう

な当 事 者
とうじしゃ

が 多
おお

いので、当 事 者
とうじしゃ

とともに、 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

が本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

を 策 定
さくてい

し、サービス
さ ー び す

利用
りよう

につなげていく場合
ばあい

がほとんどであると考
かんが

える。 

・ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

体 制
たいせい

について、 現 状
げんじょう

はそれを裏付
うらづ

ける 人
ひと

がいないため、

トレーニングシステム
と れ ー に ん ぐ し す て む

の開 発
かいはつ

が必 要
ひつよう

。 

・ 行 政
ぎょうせい

のアセスメントツール
あ せ す め ん と つ ー る

は、まずは 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の 問 題
もんだい

の 所 在
しょざい

を明
あき

ら

かにすることが 必 要
ひつよう

。アセスメントツール
あ せ す め ん と つ ー る

によりサービス
さ ー び す

対 象 者
たいしょうしゃ

かどうか決
き

め

るのか。 

・支 給
しきゅう

決 定
けってい

については、標 準 的
ひょうじゅんてき

な支 給
しきゅう

基 準
きじゅん

をベース
べ ー す

にプラス
ぷ ら す

・マイナス
ま い な す

を

ソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

とガイドライン
が い ど ら い ん

で判 断
はんだん

するというプロセス
ぷ ろ せ す

。 

・協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

モデル
も で る

について、誰
だれ

と誰
だれ

が、どんなプロセス
ぷ ろ せ す

で、何
なに

をつかって、何
なに

を 協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

するのかを詰
つ

めておく必 要
ひつよう

がある。 

・市 町 村
しちょうそん

行 政
ぎょうせい

の 職 員
しょくいん

は２、３年
ねん

で代
か

わるなど 専 門 性
せんもんせい

が不足
ふそく

しており、支 給
しきゅう

決 定
けってい

は 行 政
ぎょうせい

、支 援 者
しえんしゃ

、専 門 家
せんもんか

、当 事 者
とうじしゃ

等
とう

を含
ふく

めた合 議 体
ごうぎたい

で行
おこな

うべきで

ある。 

・本 人
ほんにん

が作
つく

った 計 画
けいかく

で決 定
けってい

した結果
けっか

、市
し

の予算
よさん

がなくなりましたという時
とき

に、

誰
だれ

が 責 任
せきにん

を負
お

うのか。決 定
けってい

は 市 町 村
しちょうそん

の責 任
せきにん

で行
おこな

うべき。 
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・ソーシャルワーカ
そ ー し ゃ る わ ー か

ーが確保
かくほ

できない 段 階
だんかい

で 行 政
ぎょうせい

に 裁 量 権
さいりょうけん

を持
も

たせるのは難
むずか

しい。おそらく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

でもめるので、なんらかの市 町 村
しちょうそん

ベース
べ ー す

の合 議 体
ごうぎたい

は

必 要
ひつよう

。 

・支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる合 議 体
ごうぎたい

の役 割
やくわり

などについては、今
いま

ある審 査 会
しんさかい

の中
なか

で

平 準 化
へいじゅんか

して越
こ

えたものをやるのか。それを残
のこ

す仕組
し く

みとするのか、より 上 位
じょうい

に

上
あ

げていくのかは第二期
だいにき

でさらに深
ふか

く議論
ぎろん

していきたい。 

 

 

まとめ 

・ 今 回
こんかい

議論
ぎろん

となった 支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

のアセスメント
あ せ す め ん と

の在
あ

り 方
かた

、 協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

の仕組
し く

みについては、さらに 座 長
ざちょう

、副 座 長
ふくざちょう

で 協 議
きょうぎ

し、11月
がつ

にたたき台
だい

として示
しめ

した 協 調 性
きょうちょうせい

モデル図
も で る ず

をさらに修 正
しゅうせい

した上
うえ

で、委員
いいん

に諮
はか

ることとなっ

た。 

 

・また、次回
じかい

の部会
ぶかい

で 報 告
ほうこく

する 当 作 業
とうさぎょう

チーム
ち ー む

のとりまとめ意見
いけん

についても、１

２ 月
がつ

末
まつ

には 下 案
したあん

を 作
つく

り、委員
いいん

に 12 月 中
がつちゅう

に送付
そうふ

、意見
いけん

を 集 約
しゅうやく

したうえで

最 終 的
さいしゅうてき

に第
だい

1期
き

の 報 告 書
ほうこくしょ

を策 定
さくてい

することとなった。 


